
行政･地域･民間が連携して空き家問題解決に取り組む仕組みの構築 宇多津町空き家サポートネットワーク
(一般社団法人空き家コミュニティ) 発表資料

課題 町として空き家等対策計画を策定しているが、具体的に取り組めておらず、空き家に関する相談は、老朽化し取り壊すし
か方法がない段階であることが多い。啓発活動として、広報やホームページで行っているが、空き家バンクの登録数も少
ない。

目的 町役場内に、住民が安心して相談できる窓口を設置し、行政と地域の人々･専門家が連携して、解決策を協議･提案・実行
に至るまでのサポートを行うネットワークを整備することを目的とする。また、今後空き家問題を抱える恐れのある所有
者への啓発ツールとして、書き込み式空き家ガイドブックを作成し、早めの空き家対策を講じることで、空き家問題を減
らすことを目指す。

取組内容 ①空き家サポートネットワークの設立 ②空き家相談員の育成及び相談窓口の設置③書き込み式ガイドブックの作成④町
民向けセミナーの開催⑤空き家調査をベースとした「活かせる空き家のマッチングシステム」の構築

成果 〇空き家相談窓口及び空き家サポートネットワークの設立〇「～空き家で困らないために～住まいの未来を考えるノー
ト」の作成〇町民向けセミナー&無料相談会の開催
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〇空き家相談窓口及び空き家サポートネットワークの設立

相談者が安心して相談出来る窓口を町役場に開設後、11件の相
談に提案書を提出している。提案書の提出後は、町担当者が相談
者に状況を確認することで問題が置き去りにならないようになってい
る（相談後、２件空き家バンクに登録済。内、１件は売買契約締結完
了済。）相談者が間違った情報に左右されず、解決に向けて行動で
きるように専門家の適切な聞取り、アドバイス、サポートをすることに
より、解決への第一歩が安心して踏み出せるのではないか。司法書
士会、宅建協会の担当者も協力的に活動をしてくれている。相談者
も高齢化が進み、空き家問題解決に時間がかかっている中、ワンス
トップで対応できることで今後の空き家問題解決の成果が期待でき
る。



相談事例・対応・成果・今後の課題

相談者：女性

相談内容：父名義の空き家を貸すか売却したいが、遺産分割協議が出来ていない。

相続人である兄弟とは話し合いにならない。どうすればよいか？

空き家サポートネットワークの対応

宇多津町まちづくり課担当者、空き家コミュ
ニティ、司法書士参加。

相談受付
11/1

相談日
11/8

空き家サポートネットワーク
相談窓口にて受付

提案シート
提出11/11

宇多津町まちづくり課にて面談後の
手渡しとした。

成果と今後の課題

成果として、可能な限り事前の聞き取りをすること、相談日に的確な回答が出来るように相談員
が参加することで、問題解決をしようとする相談者の意識の向上、行動の後押しができた。

今後の課題は、補助事業終了後も行政、民間の連携が途切れることなく相談者の対応に的確
に対応することである。

相談者のその後について

事前に相談内容の詳細が分かっていたこと、相談者が空き家問題解決にとても前向きな方で
あったこと。そして、相談日当日に司法書士が同席したことで、的確な回答が出来たことで相談
者が即行動できる後押しなった。提案シート提出後の電話聞取りでは、遺産相続分割調停の申
し立てを家庭裁判所にしたとのことであった。今後２～３回程度の聞き取りをする予定である。



セミナー＆無料相談会

〇町民向けセミナー&相談会の開催

普段から町民のみなさんが利用している保健セン
ターを会場にすることにより、安心して参加しやすく
なっている。セミナー参加人数を把握するために、
土曜日、平日の開催をした。
結果、平日の参加者が多かった。
相談者の方は、40％が60代であった。
今後は、40代、50代の方が参加したいと思えるセミ
ナーを考えて行きたい。

相談会は、空き家の処分、遺言書、遺品整理など
多岐にわたる相談内容であった。

司法書士、宅建士、建築士が待機することで対応
が出来た。相談者全員が、相談申込をしたわけで
はないので、今後は、セミナー後の相談会参加に
つなげていきたい。

１件でも多く提案書を提出し、相談者のサポートを
行っていきたい。



空き家問題を見える化するノート

住まいの未来を考えるノート

「家をどうして欲しいのか？」を聞いていなかったことで家族と話合うこともなく何年も過ごした自
身の経験から「伝える」ことの重要性を感じ、このノートを作成した。

それは、どんな書類が必要で、どんな行動が必要なのか？を頭の中で考えていても、アウトプッ
トして、見える化していないことが問題である。ノートに自身で記入することで、問題の明確化、
どうしたいのか？を見える化することが出来る。必要書類の名前、どこで取得できるか。自身の
意思の確認と家族に伝えることができるノートとなった。今後は、書き方・使い方セミナーを開催
する予定である。

表紙 そろえておきたい書類 自分の思いを書く


